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フロイトとユングの理論的違い
１）無意識についてフロイトのいう個人的無意識のさらに下層に
普遍的無意識と呼ぶ深層世界を想定した

２）神経症を対象にしたフロイト、統合失調症を対象にしたユン
グ；扱う世界の違い

３）無意識を肯定的にとらえるユング
フロイト；意識から排除された汚物に満ちた、性衝動を中心と
した個人的無意識の世界
ユングは普遍的無意識を想定し、ヌミノーシス（聖なる次元）を
扱う

４）一神教（自我という英雄元型）ｖｓ多神教
自我が無意識を完全に支配することをめざすフロイト
自我の相対化、自我＝自己枢軸を目ざすユング



ユング心理学の特徴

１）自分の深層を体得することで、生きていることが今よ
り少し楽になる、苦手な人がそれほど苦手でなくなる

２）通過儀礼(死と再生)；老賢者、障害者 VS 永遠の

少年、英雄、健康＝投影の引き戻し作業

３）豊かな生命ｴﾈﾙｷﾞｰが充満し、あるがままの自分（否
定的自分をも自分の一部として）を引き受けることが
できる

４）自分が大いなる生命の流れとつながっていることを
実感する(自我の相対化、大いなる我とつながること）









自分を形成した源を探る

� １）育った地域の歴史、土地柄、風土（気候、環境）

� ２）地域の中の一族、家族、家の歴史
� ３） 家族力動；親子関係、父や母の生育歴、家族力動

� ４）生育史をたどる；同胞との確執

� ５）現在までの成り立ちを丁寧に調べていく

� ６）あとは夢に導かれるままに、導師と一緒に無意識に沈
潜する。夢に専念できる環境をどこまで準備できるかが
勝負

� この世に自分が生きる意味を実感する





・ユング派教育分析の目的は健康な人を意図的に傷をつ
けて、通常では体験しないような深い病理を生きる

・夢分析による自己理解；夢を通して無意識を日常的に身
近なものとし、現実世界と無意識世界の二重性を実感す
る。自我の相対化、客観性の習得

・未知の他者、常識や自分の限界を越える人々、苦手な人
たちを受容し、受け入れることの意味

・対人援助活動（心理療法）における理論的枠組み（内的
成長・成熟の法則性）

・夢分析が内的世界だけなら、分析は失敗。現実的日常に
応用できて初めて力を持つようになる

夢分析の目的


